
約
4
5
0
0
年
前

　
地
球
寒
冷
化
の
影
響
で
木
の
実
の
採
取
量
が
減

り
、魚
貝
中
心
の
食
生
活
に
戻
る
。豊
か
な
海
の
幸
を

求
め
て
、各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
が
島
を
訪

れ
る
よ
う
に
な
る
。そ
の
よ
う
な
移
住
者
・
交
流
者
が

共
同
で
使
っ
た
集
団
墓
地
が
見
つ
か
って
い
る
。

約
2
2
0
0
年
前

　
人
び
と
が
海
を
利
用
し
て
遠
隔
地
と
交
易（
物
々

交
換
）を
お
こ
な
い
始
め
る
。海
獣
や
魚
類
の
骨
が
た

く
さ
ん
出
土
し
た
海
産
物
を
加
工
す
る
作
業
場
と
、

石
器
の
素
材
と
な
る
石
を
取
り
出
す
作
業
場
の
遺

跡
が
見
つ
か
っ
た
。海
産
物
と
石
材
は
島
の
特
産
物

（
交
易
品
）だ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

約
1
3
0
0
年
前

　
海
を
通
じ
た
交
流
が
大
規
模
に
な
っ
た
時
代
。古

代
ヤ
マ
ト
の
文
化
に
つ
な
が
る「
丁
字
頭
勾
玉
」が
、島

の
擦
文
文
化
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
遺
跡
か
ら
見
つ

か
って
い
る
。

約
1
0
0
0
年
前

　
本
州
の
人
び
と
に
干
し
ア
ワ
ビ
と
ア
シ
カ
の
毛
皮

を
渡
し
、小
刀
や
鉄
鍋
な
ど
の
鉄
器
と
交
換（
交
易
）

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。島
に
は
鉄
を
精
錬
す
る

技
術
が
伝
わ
り
、鋼（
は
が
ね
）の
漁
具
を
制
作
し
て

い
た
。
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丁字頭勾玉
ちょう   じ    がしら まが  たま

実物大
長さ5cm・厚さ2cm
重さ52.2g
奥尻島津波館で
常設展示されています。

約
8
0
0
0
年
前

　
道
具（
網
な
ど
）を
使
っ
て
魚
や
貝
を
捕
り
、石
組

炉
と
土
器
で
加
熱（
煮
る
・
茹
で
る
）し
て
食
べ
て
い

た
。貝
殻
で
文
様
を
描
い
た
貝
殻
文
土
器
が
多
数
出

土
。

約
6
0
0
0
年
前

　
地
球
が
温
暖
化
し
て
島
が
広
葉
樹
に
お
お
わ
れ
て

緑
豊
か
に
な
り
、ブ
ナ
・ミ
ズ
ナ
ラ・ク
リ
・
ト
チ
ノ
キ
な

ど
の
木
の
実（
堅
果
類
）が
豊
富
に
な
っ
た
。北
海
道
式

石
冠
で
木
の
実
を
す
り
潰
し
た
り
、円
筒
土
器
に
貯

蔵
を
し
て
い
た
。

　2008年に北海道指定文化財（史跡）に指定された
青苗砂丘遺跡（約1300年前）は、日本最南端のオ
ホーツク文化の痕跡として注目されています。北方海
洋民（オホーツク人）の遺跡が、はるか南方の奥尻島で
発見されたことで、考古学の常識が書き換わりました。
　この遺跡からは、本州で作られた土師器（はじき）や
鉄製の小刀などが出土しています。このことから、日本
海に浮かぶ奥尻島は単なる離れ小島ではなかったこと
が想像できます。海の「道」を使った交流の中継地点
だった奥尻島には、南から北から最先端の文明がいち
早く届いていたわけです。

　

丁
字
頭
勾
玉
は
、１
９
７
６（
昭
和

51
）年
に
青
苗
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
発

見
さ
れ
ま
し
た
。遺
跡
の
東
側
に
あ
る

海
岸
段
丘
に
石
で
囲
わ
れ
た
墓
が
出
土

し
、そ
の
副
葬
品
と
し
て
鉄
剣
・
ガ
ラ
ス

玉
・
水
晶
玉
な
ど
と
と
も
に
勾
玉
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。勾
玉
は
被
葬
者（
お
墓

に
ほ
う
む
ら
れ
た
人
）の
胸
の
あ
た
り
に

置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

青
苗
遺
跡
は
奥
尻
島
で
最
大
の
遺

跡
で
、縄
文
時
代
早
期（
約
８
０
０
０

年
前
）か
ら
擦
文
時
代
後
期（
約
１
０

０
０
年
前
）ま
で
の
遺
構
・
遺
物
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

　

蛍
光
X
線
元
素
分
析
法
に
よ
り
勾

玉
を
鑑
定
し
た
結
果
、糸
魚
川（
新
潟

県
）で
産
出
さ
れ
る
原
石（
ヒ
ス
イ
）を
用

い
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、こ
の
勾
玉
を
分
析
し
た
木

下
尚
子
さ
ん（
熊
本
大
学
教
授
）は
、弥

生
時
代
の
西
日
本
に
由
来
す
る
可
能
性

の
あ
る
一
級
品
で
あ
る
、と
い
う
考
え
を

示
し
て
い
ま
す
。島
の
丁
字
頭
勾
玉
は

古
墳
時
代（
３
〜
６
世
紀
）に
近
畿
地

方
で
加
工
さ
れ
、古
墳
時
代
後
期（
６
世

紀
）以
降
に
奥
尻
島
に
も
た
ら
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

勾
玉
の
研
究
家
で
あ
る
大
賀
克
彦
さ

ん（
奈
良
女
子
大
学
特
任
講
師
）は
、勾

玉
と
一
緒
に
副
葬
さ
れ
て
い
た
ガ
ラ
ス

玉
や
水
晶
玉
な
ど
の
分
析
か
ら
、勾
玉

自
体
は
古
墳
時
代
前
期（
3
世
紀
後
半

〜
4
世
紀
半
ば
頃
）に
造
ら
れ
た
も
の

の
、島
に
埋
葬
さ
れ
た
時
期
は
8
世
紀

代
に
下
る
だ
ろ
う
と
述
べ
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
玉
類
の
入
手
先
は
近
畿
地
方
の
都

周
辺
に
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、7
世
紀

後
半
以
降
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
人
の
朝
貢
や
、

7
2
7
年
に
開
始
さ
れ
た
渤
海
使
の
案

内
人
と
し
て
都
へ
赴
い
た
人
物
の
な
か

に
、島
の
住
人
が
ふ
く
ま
れ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

勾
玉
の
頭
部
に
あ
る
三
本
の
刻
み
文

様
は
丁
字
頭
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、こ
の

文
様
を
施
さ
れ
た
勾
玉
は
北
日
本（
北

海
道
・
東
北
地
方
）で
は
奥
尻
島
で
し
か

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん（
２
０
１
３
年
３

月
現
在
）。大
き
さ
は
北
日
本
最
大
級

で
、著
名
な
考
古
学
者
・
森
浩
一
さ
ん
は

五
指
に
入
る
優
品
と
評
価
し
ま
し
た
。

　　

全
国（
多
く
は
近
畿
地
方
）で
発
見
さ

れ
て
い
る
丁
字
頭
勾
玉
の
八
割
以
上

が
、古
墳
の
副
葬
品
と
し
て
出
土
し
て

い
ま
す
。古
墳
は
国
家
や
地
域
を
統
率

す
る
レ
ベ
ル
の
権
力
者
の
墓
で
す
。丁
字

頭
勾
玉
は
政
治
的
・
軍
事
的
・
経
済
的

な
リ
ー
ダ
ー
が
所
有
で
き
る
貴
重
な
装

身
具
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

　

と
い
う
こ
と
は
、奥
尻
島
で
発
見
さ

れ
た
丁
字
頭
勾
玉
の
所
有
者
も
、高
い

身
分
の
人
物
だ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

奥
尻
島
に
丁
字
頭
勾
玉
が
も
た
ら

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
7
世
紀
の
中
ご

ろ
に
は
、大
和
朝
廷
の
命
を
受
け
た
征

夷
大
将
軍
・
阿
倍
比
羅
夫（
あ
べ
の
ひ
ら

ふ
）に
よ
る
蝦
夷
地
遠
征
が
あ
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。日
本
書
紀
に
は
斉
明
天

皇
6
年（
西
暦

6
6
0
年
）に
、大

河
の
ほ
と
り
で
粛

慎（
あ
し
は
せ
）と

争
い
に
な
っ
た
と

あ
り
ま
す
。粛
慎

は
本
拠
地
で
あ

る
幣
賂
弁
嶋（
へ
ろ
べ
の
し
ま
）に
逃
れ
ま

す
が
、阿
倍
の
軍
団
は
そ
れ
を
追
い
か

け
て
粛
慎
と
の
戦
闘
に
勝
利
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
登
場
す
る
粛
慎
は
北
方
海
洋

民（
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
）の
勢
力
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
で
す
。粛
慎
が
逃
げ
た

幣
賂
弁
嶋
は
、日
本
書
紀
に
よ
る
と「
渡

嶋
之
別
也（
渡
島
の
別
な
り
）」と
説
明

さ
れ
て
お
り
、こ
れ
は
渡
島
半
島
の
近

く
に
あ
る
別
の
島
と
い
う
意
味
に
と
れ

ま
す
。

　

奥
尻
島
で
は
同
時
代
の
遺
跡
か
ら
オ

ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
遺
物
が
見
つ
か
っ
て

お
り
、渡
島
半
島
の
近
く
の
島
と
言
え

ば
奥
尻
島
が
い
ち
ば
ん
大
き
く
目
立
ち

ま
す
。幣
賂
弁
嶋
と
は
奥
尻
島
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、幣
賂
弁
嶋
の
戦
い
で
は
、阿

倍
軍
に
能
登
臣
馬
身
竜（
の
と
の
お
み

ま
む
た
つ
）と
い
う
能
登
地
方
の
豪
族
と

考
え
ら
れ
る
人
物
が
戦
死
し
て
い
ま

す
。日
本
書
紀
に
わ
ざ
わ
ざ
名
前
を
記

載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、阿
倍
の
船
団

の
中
心
を
担
う
人
物
だ
っ
た
は
ず
で
す
。

当
然
な
が
ら
、戦
い
の
後
で
手
厚
く
葬

ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、勾
玉
や
鉄

剣
な
ど
が
出
土
し
た
青
苗
遺
跡
の
お

墓
で
す
。こ
れ
ら
の
副
葬
品
は
所
有
者
の

権
力
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
り
、大
和

朝
廷
の
文
化
圏

で
生
き
た
人
間

で
あ
る
こ
と
を
も

意
味
し
て
い
ま

す
。ま
た
、島
の
勾

玉
の
産
地
で
あ
る

と
鑑
定
さ
れ
た

糸
魚
川
は
、能
登
を
ふ
く
む
越
の
国
に

あ
り
ま
す
。勾
玉
は
能
登
臣
馬
身
竜
の

故
郷
の
特
産
物（
シ
ン
ボ
ル
）で
も
あ
っ

た
訳
で
す
。

　

奥
尻
島
で
見
つ
か
っ
た
丁
字
頭
勾
玉

の
持
ち
主
は
誰
な
の
か
。歴
史
へ
の
探
求

心
を
大
い
に
く
す
ぐ
ら
れ
る
ミ
ス
テ

リ
ー
で
す
。手
の
ひ
ら
に
お
さ
ま
る
勾
玉

で
す
が
、そ
こ
に
は
奥
尻
島
を
結
び
目

と
し
た
南
北
文
化
の
壮
大
な
交
流
を
も

想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

離れ小島ではない

（
縄
文
時
代
早
期
／
青
苗
遺
跡
）

（
縄
文
時
代
前
期
／
青
苗
遺
跡
）

（
縄
文
時
代
中
期
／
砥
石
遺
跡
）

（
続
縄
文
時
代
／
青
苗
Ｂ
遺
跡
）

（
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
期
ほ
か
／
青
苗
遺
跡
・
青
苗
砂
丘
遺
跡
）

（
擦
文
時
代
／
青
苗
貝
塚
）

発
見

鑑
定

な
ぞ

ロ
マ
ン

ちゃっけども 島の勾玉 でっけぇロマンちゃっけども 島の勾玉 でっけぇロマン

青
苗
周
辺
に
あ
る
遺
跡
群
の
位
置
は

フ
ッ
ト
パ
ス
地
図
で
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

【イラスト】 木村哲朗

Exhibited at Okushiri Tsunami-kan Museum

About
Magatama

Relics and Ruins

【奥尻島の遺跡年表】

The island and its 10,000yr of history

Magatama
(Comma-shaped beads)
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2005年創刊。島の知られざる歴史話や日常の
なるほど話を掲載しています。

ふるさと
奥尻通信奥尻島津波館

青苗の遺跡群

ワラシャード21

●

●

稲垣森太さん

島の
学芸員

稲
穂
ふ
れ
あ
い
研
修
セ
ン
タ
ー

●

　災害当時の写真、子どもたちの作文、
災害の記録を伝えるドキュメンタリー映
像、被災者198名を悼む「198のひかり」
などを展示。奥尻島で震災を体験したス
タッフがご案内します。島で発見された
「丁字頭勾玉」の実物も展示しています。

　奥尻島フットパスのＢコー
スを使って、震災当時の状
況・復興の取り組み・防災対
策などをガイドします。

●開館時間／9:00～17:00
●期間／4月下旬～10月31日まで
　定休日：月曜（祝日除く）7・8月は無休
●料金／大人520円・小中高生170円
　団体（10名以上）大人470円 小中高生150円
●電話 01397-3-1811

●ガイド料金／1人500円～（10人以上）
●所要時間／1～3時間（要予約）
●問い合わせ／観光協会

奥尻島津波館

島の歴史体験
小さな離島に秘められた
大きな歴史ロマンにもふ
れてください。

奥尻島内でも被害の大きかった青苗地区に
は、津波避難施設「望海橋」・耐震岸壁の漁
港・高台へすみやかに退避できる避難路が
整備されています。

　古代・近世・近現代の歴史、自然や動植物、さらに震
災関連の資料など。奥尻島について書かれた書籍・資
料を、自由に読むことができます。貸出不可。

歴史を
ひもとく ワラシャード21（海洋研修センター）

問い合わせは教育委員会（01397-2-3890）まで。

震災を語り継ぐ
　1993（平成5）年7月12日午後10時
17分、奥尻島に大きな被害をもたらした
北海道南西沖地震が発生しました。マグ
ニチュード7.8、推定震度6、津波は最大
で30.6mの高さまで押し寄せました。奥
尻島内だけでも死者172人・行方不明
者26人に達する大惨事でした。
　奥尻町では、島を襲った災害の「記
憶」、さらには経験と反省から得た防災
への「教訓」を、後生に語り継いでいく取
り組みをしています。

地震によって倒壊した青苗岬灯台

震源地に向かって立つ慰霊碑「時空翔」　 火災は半日以上続き街は焼け野原に

防災フットパス

島人で結成された「奥尻島津波語りべ隊」が
ガイドをおこないます。

望海橋

Guided Tour on the history of OkushiriGuided Tour on the history of Okushiri

The aftermath of the Hokkaido Nansei Oki EarthquakeThe aftermath of the Hokkaido Nansei Oki Earthquake

Tsunami-kan (Okushiri Island Tsunami Museum)Tsunami-kan (Okushiri Island Tsunami Museum)

Disaster prevention FootpathDisaster prevention Footpath

　奥尻島の郷土料理「三平汁」のルー
ツは、およそ千年前（擦文時代）までさ
かのぼれます。奥尻に流れ着いた武田
信広（松前藩祖）に、島民の三平がご馳
走したのが三平汁という伝承がありま
す。三平汁は奥尻島が北方（アイヌの文
化）と南方（和人の文化）の交わる場所
であったことを伝える料理です。

奥尻島元祖三平汁研究会
イメージキャラクター
さんぺいさん

島の郷土料理「三平汁」歴史を
食べる

Regional cuisine "Sanpei Jiru"Regional cuisine "Sanpei Jiru"

LibraryLibrary

　奥尻島の遺跡から発掘された土
器や石器、動植物や鉱物などの標
本、近現代の古民具などを展示。島
の学芸員による「詳しくて・楽しく
て・分かりやすい」解説付き。実際に
土器・石器にふれることができるの
も魅力のひとつ。入場無料。

　学芸員による「奥尻島の勾玉
物語」を聞きながら、勾玉づくり
を体験できます。お土産と土産話
を一挙両得。体験時間90分。

稲穂ふれあい研修センター

勾玉づくり体験

歴史に
ふれる

歴史を
つくる

Inaho-fureai-kenshu Center 
(History and Folklore Exhibition Room)
Inaho-fureai-kenshu Center 
(History and Folklore Exhibition Room)

Magatama MakingMagatama Making

【開館】9時30分～16時30分
【期間】5月～10月の木曜日・土曜日

北海道指定文化財「青苗
遺跡出土品」から擦文時代
の骨角器などを展示中。

【材料費】500円（観光協会・観光案内所で販売）
【開講日】木曜日・土曜日、その他予約で開講。
【受　付】観光協会（01397-2-3456）

【開館】9時～21時（土日祝は17時まで)
【休館】月曜日・年末年始



Forest and water islandForest and water island

イラストで紹介した①～⑦の花の
写真は20ページに掲載しています。

奥尻
21世紀

Fukkou-no-mori Forest

Tanuki
 (Japanese Raccoon Dog)

Bu-na (Japanese Beech)
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